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キャベツ、レタス、
とうもろこし、ほう
れん草などの軽井沢
霧下野菜が揃い、ア
トリエ・ド・フロマ
ージュのレストラン
も営業をスタート。

軽井沢発地市庭グランドオープン

　軽井沢の夏を彩る「軽井沢国際音
楽祭」が今年 15 年目を迎える。5 月
18 日に東京・東陽町で記者発表が開
かれ、概要が公表された。
　音楽祭前半（8 月 11 〜 18 日）は、
15 年前から行ってきた若手育成のた
めの講習会を開講。今年は個人レッ
スンに加え、新たにアンサンブル講
座が始まる。また 8 月 20 日から毎
週末開催される「おんがく散歩」コ
ンサートシリーズや軽井沢大賀ホー
ルでの演奏には、かつての講習会修
了者たちが初出演し、軽井沢で育ま
れた音楽教育が実を結ぶ形となる。
最終日の 9 月 4 日には、大賀ホール
でストラヴィンスキーの組曲「火の
鳥」などが披露され、音楽祭はフィ
ナーレを迎える。期間中、会場では

15年目の音楽祭へ
国内外の音楽家が集結

「火の鳥」をイメージして作られた
ホッピーのカクテルも登場。チケッ
トの発売は 6 月 11 日（土）より大
賀ホールチケットサービス他で。
軽井沢国際音楽祭 2016　8 月 11 日

（木）～ 9 月 4 日（日）　
プログラム詳細は http;//kimf.net/ 　
TEL050-3718-8676 （軽井沢国際音楽
祭事務局）

記者発表ではオリジナルカクテル「火の鳥」の試飲も行わ
れた。右からメインスポンサーのホッピービバレッジ株式
会社社長石渡美奈さん、音楽監督・横川晴児さん、実行委
員長・平井康文さん。

　NPO 法人国際アロハフラ協会は 7
月 24、25 日、フラダンスの祭典「第
1 回軽井沢アロハフラフェスティバ
ル」を開く。コンペティションやワ
ークショップを通じ、各グループの
技術向上、フラの楽しさの発信に繋
げたい考えだ。
　コンペティションは 24 日、軽井
沢大賀ホールで開催。全国から集ま
ったダンサーがソロ、グループの 2
部門に分かれて踊る。ハワイ・マウ
イ島出身のシンガーでありクムフラ
のウルヴェヒ・グェレロ氏が審査、
Ho'okena がバックバンドを務める。
入場料は 5000 円。25 日はフラダン
スやウクレレ、レイメーキングのワ
ークショップを別の会場で開く（開
催場所は近日発表）。シンガーでハ

フラダンスの大会やワークショップ

チケットプレゼントも

ワイアン文化・フラ研究家の井上真
紀協会理事長は「『ひたすら楽しく』
をモットーに、夏の軽井沢の恒例イ
ベントとして根付かせたい」と話し
ている。
24 日のコンペティションのチケットを 5 組 10 名にプ
レゼント。住所、氏名、電話番号を明記の上、メール

（vignette@karuizawa.co.jp）で応募。締切は 6/30（木）。

　パティシエになりたくて製菓学校へ入った
が、パン作りを教える女性講師の熱意に惹か
れてパン作りの道へ。卒業後はその講師が以
前勤務していた浅野屋に就職。最初の年は板
橋区にある工場で夜中もパン作りに励んだ。
軽井沢へ転勤になったのは今年の春。「3 歳か

プロフィール
浅野屋旧軽井沢店勤務。東京都出身。
町田製菓専門学校卒業後浅野屋へ入
社。浅野屋板橋工場勤務、自由ヶ丘店
勤務を経て、2016 年 4 月から軽井
沢旧道本店に勤務。
血液型 :A 型　星座 : さそり座　干支 :
申（さる）

FRESH Karuizawa 20's
軽井沢を築いていく若者たちを紹介し、
仕事への意気込みや明日の軽井沢への希
望を語っていただくコーナーです。

第 3 回 
高橋華子さん（24 歳） ら東京暮らしだったので、軽井沢での生活が

決まった時は嬉しくて。来てみたら軽井沢は
爽やかな空気、緑の美しい町というイメージ
通りで、休日に別荘地を散策することもあり
ますね」。仕事については「体力勝負です。男
の人に比べて背が低くて腕力が弱いので、す
ばやくできないのが悔しい」と思いながらも
積極的に取り組む。「お客様のほうが浅野屋の
味をよくわかっているので、老舗の品質を落
とさないようにしたい」。6 月から石窯を担当
させてもらえると張り切っている。「20 年後
のあなたは？」という質問には「オリジナル
のパンを子供と一緒に作っているかもしれま
せんね」と笑顔を見せた。

6/25（土）
9:00 〜	 オープン式典
9:30 〜	 一般開放
11:00 〜	画家 OZ- 尾頭 - 山口佳祐氏ライブイベント
12:00 〜、14:00 〜
	 岩手県大槌産のホタテ浜焼き値引き販売
13:30 〜	ポカスカジャントーク＆ライブショー
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